
千葉聴覚障害者センター災害等危機管理対策本部の活動経過

9月9日 月 早朝未明 台風15号千葉県の房総半島に上陸、半島を横切るかたちで通過

その直後被害が甚大、多数で長期間（2ヶ月）もの停電に見舞われる

他ライフラインも遮断、生活機能が停止の状況が続く

各市協会へ問い合わせ、必要に応じて現場へ行く

9月22日 日 昼間 被災地D市で手話を考えるフォーラム開催、台風の現況報告

夜 緊急千葉県聴覚障害者災害対策本部会議を開催

その会議で課題が残されているのを確認
「避難行動要支援者」「り災証明書」「手話通訳派遣依頼」を知らない地域
のろう者が多いこと

また、ブルーシートのレンタルと取り付けの受付の情報が伝わらないろう者
もいる！（自分でやろうと屋根から落ちて怪我する方も出た）

9月27日 金 日中
国の内閣府政務官今井絵理子氏（衆議院議員）が被害状況の視察に来る
視察場所はY市（高齢者）とD市（ろう夫婦農家）　※撮影付き

10月10日 木 台風19号が15号とほぼ同じコースで千葉にくることのニュースが出る

至急各市協会へ3満タン励行等事前準備対応を事務局NEWS等で促す

10月11日 金 夜間
Y市が翌日に警報レベル4に達することを見越してその市の孤独ろう高齢者
を避難所へ移行させる

10月12日 土 早朝 台風19号が館山に上陸、その後北上

千葉のセンターでは11日（金）～13日（日）24時間で連絡対応

上記台風通過直後に被害状況の情報収集につとめる

10月25日 金 11時～14時 台風21号の影響による記録的短時間大雨が千葉の中央・南総を襲う

交通機関がマヒ、再運転は夜6時以降

当法人運営の地域活動支援センター、就労継続支援B型、生活介護の3事業
所の近くの川が氾濫寸前のため、利用者を当センターに避難させて、夜公用
車で送る。

1月28日 火 夜 県の中央・南総・東総に位置する市協会を集め調査の説明会開催

その後前述説明会に不参加の協会の地域へ出向いて調査の説明

調査の方式は、会員と元会員のリストを用意、

2月～ 各市協会役員で直接ろう者に会い被災状況調査を進める

調査での回答内容の数のグラフ作成

2月17日 月 昼 当センター職員対象学習会　「避難行動要支援者」県の方を講師に

夜 千葉県聴覚障害者災害対策本部会議を開催　

　「避難行動要支援者」について学習

3月中 被災者で訪問希望者を希望の方への訪問計画を練る

3月10日 火 日中 D市被災者宅（ろう夫婦農家）を訪問（写真有）・相談支援

8月12日 水 午後 G町の被災者H氏宅を訪問・相談支援

8月27日 火 午後 G町の被災者S氏宅を訪問・相談支援

8月27日 火 午後 G町の被災者T氏宅を訪問・相談支援

8月28日 水 午前 T市の被災者Y氏宅（ろう農家）を訪問・相談支援

9月2日 水 午後 G町の被災者H氏宅を2回目訪問・相談支援　※撮影付き

9月7日 月 午前 S市の被災者K氏宅を訪問・相談支援

9月8日 火 午後 K市の被災者K氏宅を訪問・相談支援

9月14日 月 午後 G町の被災者H氏宅を3回目訪問・相談支援　修繕業者と交渉立ち会い

9月30日 水 午後 S市の被災者K氏宅を2回目訪問・相談支援　※撮影付き

10月2日 金 午前 T市の被災者Y氏宅を2回目訪問・相談支援　※撮影付き

10月9日 金 午後 S市の被災者K氏と市役所へり災証明書取得手続きへ同行→無事取得

10月12日 月 午後 G町の被災者S氏盲ろうのため、妹（ろう）に会い相談支援

10月15日 木 午後
G町の被災者S氏宅を訪問・相談支援　被災家屋の取り壊し立ち会い
※撮影付き

2週間程

3月～8月　コロナウイルス非常事態宣言により訪問活動計画を休止
但し、6月10日（水）は千葉県聴覚障害者災害対策本部会議を開催

内容はコロナウイルスの対応と台風調査の中間報告
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